
No. 215

12 -1st- 13
20 -2nd- 11
13 -3rd- 4
16 -4th- 18

-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 23 0 10 3 0 4 * 18 2 6 0
* 8 0 4 0 1 5 11 1 4 0
* 0 0 0 0 3 6 - - - -

0 0 0 0 0 7 * 0 0 0 0
- - - - - 8 * 0 0 0 0

* 16 0 8 0 0 9 * 4 0 2 0
* 10 0 5 0 0 10 - - - -

2 0 1 0 0 11 - - - -
0 0 0 0 0 12 - - - -
- - - - - 13 - - - -
2 0 1 0 0 14 - - - -
0 0 0 0 0 15 * 7 1 2 0
- - - - - 16 6 0 2 2
- - - - - 17 - - - -
- - - - - 18 - - - -
          
          
          
          
          

0
61 0 29 3 4 46 4 16 2

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール

関東中学校体育連盟

3ポイントシュート 2ポイントシュート

8
FT:

合計合計
スターター

 
 

  
 

コーチ 植田 佳祐
 

 渡辺 正敏

 

大会名称：

開催場所：

試合区分：

第４７回関東中学校バスケットボール大会
平成２９年度

甲府市緑が丘体育館　Cコート

女子 ３回戦

 伊藤 虹歩
 神山 南帆

 

 福田 姫和

 大嶋 星空

 小野 琴音

 

15

 髙橋 美紗貴
 太田 愛

 島田 あおい

 

4 佐藤 夢
 木内 かなえ

選手名

-

コーチ

 

 呼子 真洸
 髙橋 梨奈
 富澤 玲奈

終了時間：

 関 桃菜

17:35

 福田 萌夏

選手名
 佐藤 多伽子
 横島 楓華

NO.

(栃木)

陽南 ○

61

 土谷 愛

市川三●

46
(千葉)

 塩谷 結

F
0

期　　　日： 2017(H29)年8月9日 (水)

開始時間： 16:10

11

　栃木県代表陽南中と千葉県代表市川三中の全国大会出場をかけた譲れない一戦。両チームと
もハーフコートマンツーマンDefでスタート。お互いに激しくプレッシャーを掛け合う展開の中、陽南
中は高さを生かしてインサイドを起点に攻撃を仕掛ける。それに対して市川三中はアウトサイドを
中心に得点をあげる。その後も互いに譲らず、１３－１２と市川三中が１点リードして第１Ｐが終了。
第２Ｐ、市川三中は＃４木内の３Ｐや＃１６田丸のドライブで得点、対する陽南中も＃４佐藤、＃９
大嶋のインサイドで得点を加えていく。第２Ｐ終盤、陽南中は＃５横島のシュートが決まり、２４－２
２と逆転に成功する。ここで市川三中がタイムアウト。流れを切りたいが、ターンオーバーから逆に
陽南中が速攻を仕掛けて連続得点を重ね、３２－２４と陽南中が８点リードして前半を折り返す。
　第３Ｐ、陽南中は激しいマンツーマンDefから市川三中の追撃を許さない。Offでも＃４佐藤が要
所で得点をあげ、少しずつリードを広げていく。市川三中はスクリーンプレーからチャンスを作る
が、シュートを決めきることができず苦しい展開が続く。その後も陽南中、＃９大嶋、＃１０神山が
得点を重ね、４５－２８と１７点リードして第３Ｐが終了する。第４Ｐに入っても、陽南中のペースで
ゲームが進んでいく。市川三中も必死にリバウンドやルーズボールにくらいつき反撃を試みる中で
＃４木内が３Ｐとドライブから連続で得点し、必死に追いすがる。さらに＃５佐藤も得点を決めてい
くが、陽南中も落ち着いたゲーム運びから着実に得点を重ねていき６１－４６で陽南中が勝利。お
互いに持ち味を出し合い、全国大会出場を決めるにふさわしい好ゲームとなった。
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 石𣘺 花穂

 山中 優有

 

 熊谷 美咲

 田丸 実来

 南部 春菜
 髙橋 玲菜
 福田 琴音
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-

0

-

0

-
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-
 
 
 

-

 鈴木 美羽 1

1
-
-

1 安蒜 知華
 木戸脇 実来
 佐藤 凜


